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３月２９日 創世記２２章１～１９節 【解説と黙想】

イサクの奉献

アブラハム最大の試練
　神様はアブラハムに約束されました。「あ
なたは多くの国民の父となる」「あなたの
子孫を砂粒のようにする」「あなたの子孫
にこの地を与える」。アブラハムは、子孫
と土地に関する約束を繰り返し聞いてきま
したが、25年間待ってようやく約束の子イ
サクが与えられました。しかし「神はアブ
ラハムを試された」のです。
　神は「あなたの愛する独り子イサクを焼
き尽くす献げ物としてささげなさい」と命
じます。アブラハムに語られた神の約束は
独り子イサクを通して成されるものです。
しかし神の命令は、そのイサクを焼き尽く
す献げ物としてささげなさい。つまり殺し
なさいというものでした。
　カルヴァンは「神の約束と命令とは矛盾
する」と記します。これは頭で理解するこ
とのできない命令であり、アブラハムに
とっては最大の試練です。しかし、神はア
ブラハムを「イサクの父」から「多くの国
民の父」とするために、この試練をお与え
になったのです。

父の従順
　信じられないような神の命令を聞いたア
ブラハムの言葉は記されません。ただ「次
の朝早く、アブラハムはろばに鞍を置き、
献げ物に用いる薪を割り、二人の若者と息
子イサクを連れ、神の命じられた所に向
かって行った」のです。
　出発して３日目にアブラハムは若者に言
います。「お前たちは、ろばと一緒にここ
で待っていなさい。わたしと息子はあそこ
へ行って、礼拝をして、また戻ってくる」。
アブラハムは主の命令に従い、息子イサク
を焼き尽くす献げ物としてささげようとし
ています。しかし彼は「わたしと息子は礼
拝をして、また戻ってくる」と言いました。

この時のアブラハムの信仰を、ヘブライ書
の著者はこう記しています。「アブラハム
は、神が人を死者の中から生き返らせるこ
ともおできになると信じたのです」（ヘブ
ライ11：17）。この信仰をもって、アブラ
ハムは息子イサクと共に歩き続けました。

子の従順
　６節を見ると、アブラハムは焼き尽くす
献げ物に用いる薪を息子イサクに背負わせ
ています。全焼のいけにえをささげるため
の薪ですから、相当な量であったはずです
が、それをイサクに背負わせました。この
時のイサクはもう幼子ではありません。青
年になっていたのでしょう。
　年老いたアブラハムのもとから走り去る
ことは難しいことではなかったでしょう。
力もイサクの方が強かったのではないで
しょうか。「神が命じられた場所に着くと、
アブラハムはそこに祭壇を築き、薪を並べ、
息子イサクを縛って祭壇の薪の上に載せ
た」。これは、アブラハムが力ずくでイサ
クを祭壇の上に縛ったのではないでしょ
う。イサクがその場を逃げず、父のしよう
とすることに従ったからこそできたことで
す。

愛する独り子をささげた父なる神さま
　信仰によってアブラハムは独り子イサク
を神にささげました（ヘブライ11：17）。
実際には息子を屠ろうとしたとき、神ご自
身がそれをやめさせ、身代わりの雄羊を備
えていてくださいました。イサクは助かっ
たのです。
　しかし、本当に愛する独り子をいけにえ
としてささげたお方がおられます。父なる
神ご自身が、罪人を救うために愛する独り
子を完全ないけにえとして、おささげくだ
さったのです。 （小橋口貴人）
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３月２９日 創世記２２章１～１９節 【説教展開例】

イサクの奉献

 

◇………………………………………………………………… 単元のねらい ………………………………………………………………… ◇

　神さまはわたしたちを愛しておられるがゆえに、試練を与えることによって私たちを鍛えよう
とされることを覚えたい。「わが子よ、主の鍛錬を軽んじてはいけない。主から懲らしめられても、
力を落としてはいけない。なぜなら、主は愛する者を鍛え、子として受け入れる者を皆、鞭打た
れるからである。」（ヘブライ12：5）
　また、神のご計画を理解できなくても、主のご命令に従った父アブラハムと息子イサクの物語
から、信仰の励ましを受けたい。

「いけにえは息子～アブラハムの試練」

導入

　みなさんは、今までに大変だった思い出
はありますか。「あの時はつらかった」。「あ
の時は悲しかった」。と思い出すことが何
かあるでしょうか。アブラハムのことを何
回か続けて学んできましたが、アブラハム
の人生の中でも大変なことが何回かありま
した。一緒に暮らしてきた甥っ子のロトと
別れなければならなかったこと。また、女
奴隷ハガルと、ハガルが産んだ子どもイ
シュマエルを追放しなければならなかった
ことも、アブラハムにとっては本当につら
いことだったと思います。
　神様は、愛する者たちに試練を与えて鍛
えるのだと聖書は教えています（ヘブライ
12章）。愛しているからこそ、神様は私た
ちに試練を与えて鍛えようとされます。そ
して私たちが成長していくことをお喜びに
なるのです。
　創世記22章１節に「これらのことの後で、
神はアブラハムを試された」とあります。

「これらのことの後で」は、ようやく約束
されていた通り、アブラハムとサラの間に
息子イサクが与えられた、その後でという
ことです。神様は愛する者たちの成長を
願って試練を与えることがありますが、こ
こで神様はアブラハムに試練をお与えにな
りました。

アブラハムの試練

　どういう試練だったでしょうか。神様は
アブラハムにこう命令されました。「あな
たの息子、あなたの愛する独り子イサクを
連れて、モリヤの地に行きなさい。わたし
が命じる山の一つに登り、彼を焼き尽くす
献げ物としてささげなさい」（２節）。
　ようやく与えられた息子イサクを「焼き
尽くす献げ物としてささげなさい」という
のが神様の命令でした。「焼き尽くす献げ
物」というのは、普通は動物を用います。
動物を殺して、それを祭壇の上ですべて焼
いて煙にしてささげることです。
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　イサクが生まれる前に、神様はアブラハ
ムにこう約束されました。「あなたは多く
の国民の父となる」「あなたの子孫を砂粒
のようにする」「あなたの子孫にこの地を
与える」。これらの約束は、すべて独り子
イサクがいなければ実現しません。神様の
約束が実現するためのたった一人の子ども
がイサクなのです。そのイサクをアブラハ
ムは愛していました。神様は全てわかって
おられて、「あなたの愛する独り子イサク
をささげなさい」と命じられたのです。
　これは神様がアブラハムに与えた試練で
した。神様のご計画は、アブラハムが「イ
サクの父」になることではなく「多くの国
民の父」になることでした。そのために、
アブラハムは大変な試練を通らなければな
らなかったのです。

アブラハムの従順・イサクの従順

　愛する息子イサクをいけにえとしてささ
げるように命じられたアブラハムは、「次
の朝早く、アブラハムはろばに鞍を置き、
献げ物に用いる薪を割り、二人の若者と息
子イサクを連れ、神の命じられた所に向
かって行った」と記されています。次の朝
早く起きて、イサクをささげるための薪を
割るのですから、神様に従うことをすでに
心に決めていたのでしょう。
　６節「アブラハムは、焼き尽くす献げ物
に用いる薪を取って、息子イサクに背負わ
せ、自分は火と刃物を手に持った。二人は
一緒に歩いて行った」。キャンプファイヤー
の準備を手伝ったことはありますか？今度
のキャンプの時に先生たちを手伝ってみて
ください。１時間くらい火が燃え続けるた
めに薪を準備します。それを背負って歩く
としたら結構大変だと思います。全焼のい

けにえを捧げたことがないので、わかりま
せんけれども、アブラハムはイサクひとり
を焼き尽くすため薪を準備したのです。ど
れくらいの量の薪が必要なのでしょうか。
アブラハムはそれをイサクに背負わせたと
書いてありますね。ですからイサクは幼子
ではありません。ある程度の年齢の青年
だったと思います。
　２人で山を登りながら、イサクは父アブ
ラハムに質問しました。「火と薪はここに
ありますが、焼き尽くす献げ物にする小羊
はどこですか」。　もっともな質問です。
神様に礼拝しに行くと言って山を登ってい
るのに、肝心のいけにえにする小羊を連れ
てきてないじゃないかとイサクは質問した
のです。お父さんはどうするつもりなのか。
もしかしたらイサクはもう感づいていたか
もしれません。しかし、イサクはこれ以上
問うことなく父に従って一緒に山を登って
行きました。「きっと神が備えてくださる」
と信じる父親にイサクは従いました。
　試練にあっているのは父アブラハムだけ
ではないですね。息子イサクも同じ信仰の
戦いを戦っていたのではないでしょうか。
９節「神が命じられた場所に着くと、アブ
ラハムはそこに祭壇を築き、薪を並べ、息
子イサクを縛って祭壇の薪の上に載せた。
そしてアブラハムは、手を伸ばして刃物を
取り、息子を屠ろうとした」。青年である
イサクにとって、年老いたアブラハムのも
とから走って逃げることは難しいことでは
ありません。力もイサクの方が強かったで
しょう。アブラハムがイサクを縛るという
のは、イサクの従順がなければできないこ
とです。イサクは自分がいけにえとして捧
げられることを悟りながら、そこを逃げず
に、縛られて、祭壇の上に身を置いたので
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《今週の暗唱聖句》
「わが子よ、主の鍛錬を軽んじてはいけない。主から懲らしめられても、力を落として
はいけない。なぜなら、主は愛する者を鍛え、子として受け入れる者を皆、鞭打たれる
からである。」（ヘブライ人への手紙１２章５，６節） 

す。

試す神様、備える神様

　これがアブラハムの試練でした。神様は
アブラハムが何を第一として歩む信仰者な
のかを試されたのです。アブラハムが何よ
りも神様に忠実に歩む姿をご覧になり、神
ご自身がイサクを屠ろうとするアブラハム
をお止めになりました。そして身代わりと
なる雄羊を備えていてくださったのです。

　時に、神様は私たちを試されます。それ
は私たちの成長を願うからです。「神は真
実な方です。あなたがたを耐えられないよ
うな試練に遭わせることはなさらず、試練
と共に、それに耐えられるよう、逃れる道
をも備えていてくださいます」（Ⅰコリ
10：13）。試練を与える神様は、同時に逃
れる道を備えておられる神様です。神様を
信頼して歩みましょう。 （小橋口貴人）
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３月２９日 創世記２２章１～１９節 【小学科上級・中学科】

イサクをささげる

展開例

　アブラハムさんは息子のイサクをささげ
るように神さまから命令されました。信じ
られない命令ですが、アブラハムは神さま
からのこの命令にすぐに忠実にしたがいま
した。
　何日か歩いて、神さまが決めた山に到着
し、アブラハムとイサクだけが山に登りま
す。でも肝心な神さまにささげる動物の犠
牲をもっていないことを息子のイサクが気
づきます。不思議ですね。
　山の頂上で、なんと息子のイサクがしば
られて、アブラハムがナイフをもった手を
あげてイサクを神さまに捧げようとした。
その瞬間、神さまからのストップがありま
した。危なかったですね！
　アブラハムが神さまに忠実であることが
神さまに分かりました。その時までのアブ
ラハムの気持ちを考えてみると、どんなに
つらかっただろうかと思いませんか。自分
のたった一人の息子を神さまに犠牲として

捧げてしまうことなんて普通できないと思
います。
　このお話は、イエスさまを地上の僕たち
のところに送ってくださった父なる神さま
のお気持ちと似ていないでしょうか。
　僕たちにも誰にもあげることは絶対ムリ
というものがありますね。父なる神さまで
もイエスさまはムリだったはずです。でも
イエスさまを僕たちのためにくださいまし
た。みんなのお父さんだったら息子が死ん
でしまうくらいなら、きっと自分が死んだ
方がいいと思うはずです。それと同じくら
い大きな痛みを父なる神さまはイエスさま
を僕たちにくださるために味わったはずで
す。なぜならイエスさまは十字架に付いて
みんなの罪のために死ぬために地上に来た
のですから。
　神さまのこの大きな決断によって僕たち
は今、教会にいるのです。これが神さまの
愛です。神さまのほんとうに大きな愛に感
謝します。

〈工作〉神さまの愛に感謝しましょう
　　材料：厚紙か段ボール、花を造る紙（100円均一にあります）
　　準備：
　　　①用意した厚紙をハート形に切る。
　　　②紙を丸めて花をいくつか作ります。
　　　③花を厚紙にくっつけます。
　　　④ 厚紙の真ん中に「かみはあいです」
　　　　と書きましょう。
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３月２９日 創世記２２章１～１９節 【幼稚科】

イサクの奉献

１．創世記22：１～３を読みましょう。

①神さまの命令は何でしたか？　アブラハムは、どうしましたか？

２．創世記22：４～10を読みましょう。

①神さまに命じられた場所へは、アブラハムと一緒に誰が行きましたか？

②アブラハムは何をしようとしましたか？

③ヘブライ11：17～19も読みましょう。アブラハムは、なぜ愛する息子をささげようとし
たのですか？

３．創世記22：11～19を読みましょう。

①息子をささげようとしたアブラハムに、主の御使いは何と言いましたか？

②アブラハムに対して、神さまが誓われたことは何ですか？それは、アブラハム一人だけ
のための約束ですか？

③私たちのために、一人息子をささげた方は誰ですか？


